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平成２４年度 第１回地域医療推進部会議事録 

 

１．日  時 平成２４年８月２９日（水）第１回帯広市健康生活支援審議会終了後 

２．場  所 帯広市役所 １０階 第２会議室 

３．出席委員 堀修司部会長、小林靖副部会長、菊池英明委員、宇野雅樹委員、池添博彦委員、 

稲葉秀一専門委員、菅野明美専門委員、森茂樹専門委員、若田部紀代子専門委員 

 

４．会議次第 

（１）前回会議の議事録（案）の確認 

（２）帯広市夜間急病センター再整備に係る取組み状況について 

（３）その他 

 

５．会議内容 

○事務局 

お晩でございます。定刻となりましたので、ただ今から、平成２４年度第１回地域医療推進部会

を開会させていただきます。開会に先立ちまして、委員及び専門委員が改選され、はじめての会議

となりますので、あらためて自己紹介をお願いいたします。 

 【各委員自己紹介】 

 

○事務局 

  次に、地域医療推進部会を担当します健康推進課職員を紹介させていただきます。 

 【各職員自己紹介】 

 

○事務局 

それでは、ただ今から、平成24年度第1回地域医療推進部会を開会させていただきます。本日の

委員の出席は、地域医療推進部会、委員 9名中9名のご出席をいただいており、出席人数が委員の

過半数を超えていますことから、本日の部会は成立しております。これより、部会長が選出される

までは、中島館長が進行役を務めさせていただきます。 

 

○事務局 

  それでは、恐縮ですが、私の方で進行役を務めさせていただきます。次第の２ということで、部

会長の選出をお願いしたいと思います。部会長の選出につきましては、帯広市健康生活支援審議会

条例施行規則第３条第４項の規定により、当該専門部会に所属する委員及び専門委員の選挙により

定めることとされております。早速ですが、部会長の選出方法について、どのようにすべきか、お

諮りいたします。 

 

○委員 

  指名推選でいかがでしょうか。 

 

○事務局 
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  ただいま若田部委員から指名推選のご提案がございましたが、部会長の選出は、指名推選という

ことでよろしいでしょうか。 

 

【委員同意】 

 

○事務局 

  それでは、どなたか指名をお願いします。 

 

○委員 

  改選前も部会長に就任されていました、帯広市医師会会長の堀委員を継続してお願いすることと

して、推選します。 

 

○事務局 

  ただいま、若田部委員から部会長に堀委員とのご推選がございましたので、お諮りします。 

  当部会長に堀委員を選出することに、異議はありませんか。 

  

【異議なし】 

 

○事務局 

  異議がありませんでしたので、部会長には堀委員が選出されました。それでは、堀委員はこちら

の部会長の席に移動し、議事進行及び一言ご挨拶をお願いいたします。 

 

○部会長 

こんばんは。前回と同様、審議会の会長と地域医療推進部会の部会長やることになりました。こ

の地域医療推進部会というのは、地域医療に関わること、最近では夜間急病センターや救急体制に

ついて、審議していくことになります。変わられた委員も３人おりますが、その他の委員につきま

しては、継続して審議していくことになりますが、これからも忌憚のない意見をよろしくお願いし

ます。 

 

○部会長 

  次第の３、副部会長の選出について、事務局に説明をお願いします。 

 

○事務局 

  帯広市健康生活支援審議会条例施行規則第３条第６項の規定により、副部会長は、当該専門部会

に所属する委員及び専門委員の中から部会長が指名することとされています。堀部会長から、副部

会長の指名をお願いします。 

 

○部会長 

  それでは、私から指名させていただきます。副部会長には、小林委員を指名したいと思います。

よろしいでしょうか。 
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【委員同意】 

 

○部会長 

それでは、こちらの席にお着きになり、一言ご挨拶をお願いします。 

 

○副部会長 

  副部会長やらせていただくことになりました。どうぞよろしくお願いします。 

 

○部会長 

  ありがとうございました。それでは会議に入らせていただきます。 

まず、「前回の議事録の確認について」を議題といたします。この議事録は、前の委員の方にはす

でに送られているかと思いますが、この議事録は、この場でご確認いただいた後、公開される予定

となっております。 

議事録につきまして、ご質問やご意見があればお願いします。 

 

【質問・意見なし】 

 

○部会長 

他になければ、会議録は了承されたものといたします。 

では次に、「帯広市夜間急病センター再整備に係る取組み状況について」を議題といたします。 

事務局、説明願います。 

 

○事務局 

それでは、「帯広市夜間急病センター再整備に係る取組み状況について」説明させていただきま

す。「資料１」をご覧願います。 

前回の当部会においても、主な経過について説明させていただきましたが、今回は委員の変更も

あったことから、改めて説明させていただきます。 

まず、昨年１１月９日に、帯広市健康生活支援審議会において、帯広市夜間急病センターの再整

備に係る審議について、本部会に委任され、同日に行われました部会において、再整備についての

ご報告をさせていただきました。 

報告の内容としては、整備手法や診療時間、整備場所などの整備にあたっての基本的な考え方に

ついてとなっております。 

その後、１７日には、市議会の厚生委員会に、同様の報告をさせていただいくとともに、１２月

９日には、帯広市医師会の理事会において、説明をさせていただきました。 

今年に入りましては、１月１９日に厚生委員会が開催され、３０日には、帯広市救急医療対策検

討会議の幹事会、２月２日には検討会議の親会、２０日には当部会において、それまでの取組み状

況についてご報告させていただいてきたところでございます。 

また、建設予定地周辺の住民の皆様への説明会も２月に開催しております。 

今後の主な予定といたしましては、９月１０日に市議会の厚生委員会に、施設の基本設計等につ

いて報告・質疑があります。 

その後、地域説明会を中旬以降に開催し、９月末には当部会を開催し、基本設計等についての報
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告をさせていただきたいと考えております。 

説明は以上となります。 

 

○部会長 

  経過の概要についての説明になりましたが、ただいまの事務局の説明につきまして、何かご質問

やご意見はございますか。なければ、質疑を終了いたします。 

次に、その他について、事務局から、説明願います。 

 

○事務局 

  それでは、その他として「不活化ポリオワクチンについて」説明させていただきます。「資料２」

をご覧願います。 

   ポリオワクチンには、経口で接種する生ポリオワクチンと、皮下注射による不活化ポリオワクチ

ンの２つの種類があります。 

帯広市では国の制度により、生ポリオワクチン接種を実施していましたが、平成24年9月1日か

らは、不活化ポリオワクチン接種へ一斉に切り替わります。 

集団接種については、８月末までとなり、明日の森の里コミセンでの接種が最終日となります。

当初予定していた9月と10月の集団接種の日程は中止となります。 

  ポリオの症状及びポリオワクチンの詳細については、資料をご参照ください。 

   接種方法については、裏面をご覧ください。ポリオワクチンをまだ一回も受けていない方は、不

活化ワクチンを合計４回接種することになります。 

生ポリオワクチンをすでに１回受けている方は、不活化ワクチンをあと３回接種することになり

ます。 

輸入などで不活化ポリオワクチンを１から３回受けている方は、不活化ワクチンが合計４回とな

るように残りの回数を接種することになります。 

生ポリオワクチンをすでに２回受けている方は、不活化ワクチン接種の必要はありません。 

また、現在のジフテリア、百日せき、破傷風の３種混合に不活化ポリオワクチンを加えた、４種

混合ワクチンについては、７月２７日に薬事承認されており、現在、厚生労働省において１１月１

日から予防接種法上の定期接種に導入できるよう準備を進めており、帯広市においても、１１月１

日に接種が開始できるよう準備を進めています。 

 

○部会長 

  ただいまの事務局の説明につきまして、何かご質問やご意見はございますか。 

ポリオの発生については、なくなったといわれていますが、まだ、東南アジア等では発生がみら

れます。日本においては、生ワクチンの接種により、ポリオを発症したという方も何人かいらっし

ゃるということですが、この不活化ワクチンにおいては、世界的には主流となっており、日本では

導入がおくれていました。 

 

○委員 

  不活化ワクチンそのものの準備はどのようになっていますか。 
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○事務局 

  ワクチンの契約は既に済ませております。まだ、納品にはなっていませんが、購入業者に対して

は９月１日の接種に間に合うように、納品できることについて、確認をしております。 

 

○委員 

  既に保護者からの電話の問い合わせが、医療機関にきていますので、ワクチンが納品できないと

いことには、ならないでほしい。 

 

○事務局 

  審議会での説明もありましたが、６月の定例本議会において補正の予算措置を行い、帯広市医師

会の協力を得て、道内においてもいち早く予算対応させていただきました。 

  今回は接種方法が変わりますので、１回、生ワクチンを接種した方へのダイレクトメールなど、

適切な接種について周知してきましたので、保健福祉センターにも電話の問い合わせが多く来てお

りますので、同時に実施する医療機関にも問い合わせがあると思います。 

  先程説明しましたが、ぎりぎりの納品になっていまいますが、遺漏のないよう対応をしていきた

いと思っておりますので、よろしくお願いします。 

 

○部会長 

  他にございませんでしょうか。 

  夜間急病センターについては、先程は概要の説明でありましたが、今後、何か月間かでいろいろ

なことが決まっていく段階です。建物だけではなく、そこに出向して働く人のことも考えていかな

ければいけない。尐し懸案するところもあるので、それまでは尐し静観をしていただきたい。 

 

○委員 

  場所は決まっているのですか。 

 

○部会長 

  はい。柏林台に決まっています。 

 

○事務局 

場所も含めて、平成２４年度中に基本設計、実施設計を行いますが、まもなく基本設計分につい

ては取りまとめていくことにしております。 

資料にもありますが、９月末に、部会長と調整の上、改めて説明する場を設けたいと考えており

ます。 

 

○部会長 

他になければ、質疑を終了します。 

次に、委員の皆様から何かありますか。なければ、事務局から何かありますか。 

 

○事務局 

  次回の地域医療推進部会の日程でありますが、日程等につきましては、部会長と調整のうえ、委
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員の皆様にご案内させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 

○部会長 

  以上で予定されている議事は全て終了しました。 

それでは、本日の会議はこれで終了いたします。 


